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・１日の生活の仕方などの主体
の要因や身の回りの環境の要
因から健康に関わる課題を見
付けている。
・こうしているから健康でいられ
るということを，自分の体と回り
の環境に分けて考え，説明して
いる。
・健康な心身の状態や，健康の
よさについて考え，説明してい
る。
・健康に過ごすために考えた方
法を学習カードなどに書いた
り，発表したりして伝え合ってい
る。

保健 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・健康や，自分の1日の生活の
仕方に関心を示し，規則正しい
生活の仕方について，自分の
日常生活と照らし合わせて注
意を向けている。
・自分が健康でいるために毎日
の運動，運動，休養・睡眠に関
心を示し，自分の毎日の生活
をよりよくしようとしている。

健康な一日の生活 ・健康の保持増進には，１日の
生活の仕方が深く関わってお
り，１日の生活のリズムに合わ
せて，運動，食事，休養及び睡
眠をとることが必要であること
を理解している。
・日常生活に運動を取り入れる
ことの大切さについて理解して
いる。

・運動，食事，休養・睡眠など
の生活のリズムが崩れるとどう
なるかを考え，説明している。
・運動，食事，休養及び睡眠に
ついて学習したことと，自分の
生活とを比べて，自分の生活リ
ズムを整えるための方法を考
え，伝え合っている。

・毎日の運動，食事，休養・睡
眠に関心を示し，生活の仕方
に気をつけて自分に合った生
活リズムを進んでつくろうとして
いる。

健康な生活に関する課題を見
つけ，よりよい解決に向けて考
える活動を通して，健康の状態
には主体の要因や周囲の環境
の要因が関わっていること，ま
た，健康を保持増進するには，
１日の生活の仕方が深く関わっ
ていること，体を清潔に保つこ
とや生活環境を整えることが必
要であることを理解できるよう
にする。

体の清潔 ・健康の保持増進には，手や
足などの清潔，ハンカチや衣服
などの清潔を保つことが必要で
あると理解している。

・手を洗う必要性について考
え，発表したりして伝え合って
いる。
・自分の生活を振り返り，手洗
いするとよい場面について考
え，伝え合っている。
・ハンカチや衣服を毎日取り換
える理由について考え，発表し
ている。

・体や衣服を清潔にすることに
ついて関心をもち，清潔に保と
うとしている。

身の回りの環境 ・健康の保持増進には，生活
環境が関わっており，部屋の明
るさの調節や換気などの生活
環境を整えることが必要である
と理解している。

・暗い部屋でのものの見え方に
ついて考え，説明している。
・窓を閉め切った室内にいると
部屋の空気はどうなるかを考
え，説明している。
・部屋の明るさの調節や換気な
どの観点から，自分の生活で
見直すべき課題を見付け，解
決方法を伝えている。

・健康な生活に関心をもち，部
屋の明るさの調節や換気など
の生活環境を整えようとしてい
る。

健康って、なに？ ・健康の状態には，気持ちが意
欲的であること，元気なこと，具
合の悪いところがないことなど
の心や体の調子がよい状態が
あることを理解している。
・健康の状態には，１日の生活
の仕方などの主体の要因や身
の回りの環境の要因が関わっ
ていることを理解している。
・心や体が健康であることは，
人と関わりながら明るく充実し
た毎日の生活を送れることに
つながり，健康がかけがえのな
いものであると理解している。
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保健 第４学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

体がよりよく発育・発達するた
めに，課題を見つけ，その解決
に向けて考え，それを表現して
いる。

体の発育・発達の大切さに気
づき，年齢による発育・発達の
仕方や，発育・発達に良い生活
の仕方についての学習に進ん
で取り組もうとしている。

体の発育・発達 体の発育・発達に関する課題
を見つけ，よりよい解決に向け
て考える活動を通して，体が年
齢に伴って変化すること，体の
発育・発達には個人差があるこ
と，思春期になると体に変化が
起こり，異性への関心も芽生え
ること，体の発育・発達には適
切な運動，食事，休養および睡
眠が必要であることを理解でき
るようにする。

体の発育・発達について理解し
ている。
・体は，年齢に伴って変化する
こと，また，体の発育・発達に
は，個人差があることを理解し
ている。
・体は，思春期になると次第に
大人の体に近づき，体つきが
変わったり，初経，精通などが
起こったりすること，また，異性
への関心が芽生えることを理
解している。
・体をよりよく発育・発達させる
には，適切な運動，食事，休養
および睡眠が必要であることを
理解している。
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保健 第５学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①自己の経験と学習したことを
関連付けて，よりよく心を発達
させる適切な方法や心と体の
関わりについて考え，考えたこ
とを説明している。
②呼吸法や体ほぐしの運動を
行い，行い方のポイントや気分
の変化などについて気づいた
ことをワークシートに書いたり，
不安や悩みに対する様々な方
法を考え，学習したことを活用
して，適切な方法を選んだりし
ている。

①心の健康について，課題の
解決に向けての話し合いや発
表などの学習，教科書や資料
を調べたり，自分の生活を振り
返ったりするなどの学習に進ん
で取り組もうとしている。

２　「けがの防止」 (1)交通事故や身の回りの生活
の危険が原因となって起こるけ
がとその防止，けがの手当に
ついて，理解することができる
ようにするとともに，けがの簡
単な手当についての技能を身
に付けることができるようにす
る。
(2)けがの防止について,課題を
見つけ，その解決に向けて思
考し判断するとともに，それらを
表現することができるようにす
る。
(3)けがの防止について,健康や
安全の大切さに気づき,自己の
健康の保持増進や回復に進ん
で取り組むことができるように
する。

①事故やけがの多くは，人の
行動と周りの環境が原因で起
こること。また，人の行動は，そ
のときの心や体の状態と関係
していることについて，理解した
ことを言ったり書いたりしてい
る。
②交通事故を防止するには，
周囲の状況をよく見極め，危険
に早く気づいて，的確な判断の
下に安全に行動すること。ま
た，安全施設の整備や適切な
規制が行われていることについ
て，理解したことを言ったり書い
たりしている。
③学校や地域でのけが，犯罪
被害を防止するには周囲の状
況をよく見極め，危険を予測
し，安全に行動することが必要
であること。また，環境を安全
に整えることが必要であること
について，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
④けがをしたときは，けがの種
類や程度などの状況をできる
だけ速やかに把握して手当を
し，近くの大人に知らせること。
また，簡単な手当について，理

①事故にあいそうになったり，
けがをしそうになったりした経
験を思い出し，危険の予測や
回避の方法を考えたり，選んだ
りするとともに，通学路などで
の交通事故を防止するための
具体的な方法を考え，考えたこ
とを友達と伝え合ったりしてい
る。
②学校や地域でのけがの防止
や犯罪被害を防止するための
課題を見つけ，考えた解決方
法を友達と伝え合ったりすると
ともに，自分がけがをした経験
を振り返り，学習したことを参
考にして，けがの種類に応じた
手当の仕方を選んだりしてし
る。

①健康や安全の大切さに気づ
き，けがの防止についての学
習に進んで取り組もうとしてい
る。

１　「心の健康」 (1)心の発達，心と体との密接
な関係，不安や悩みへの対処
について理解することができる
ようにするとともに，不安や悩
みへの対処についての技能を
身に付けることができるように
する。
(2)心の健康について，課題を
見つけ，その解決に向けて思
考し判断するとともに，それらを
表現することができるようにす
る。
(3)心の健康について，健康や
安全の大切さに気づき，自己
の健康の保持増進や回復に進
んで取り組むことができるよう
にする。

①心は人との関わり，自然との
ふれあいなど様々な生活経験
や学習を通して年齢に伴って
発達するが，発達の仕方には
個人差があることについて，理
解したことを言ったり書いたりし
ている。
②心と体は深く影響し合ってい
ることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
③不安や悩みへの対処として
の呼吸法や体ほぐしの運動に
ついて理解したことを言ったり
書いたりしているとともに，呼吸
法や体ほぐしの運動を行うこと
ができる。
④不安や悩みは誰もが経験す
ることであり，そうした場合に
は，信頼できる人に相談した
り，気分を変えたりすることなど
様々な方法があり，自分に合っ
た適切な方法で対処できること
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病気を予防するために，課題を
見つけ，その解決に向けて思考
し判断しているとともに，それら
を表現している。

病気の予防の大切さに気づき，病
気の発生要因や予防の方法につい
ての学習に進んで取り組もうとして
いる。

保健 第６学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

病気の予防１ 病気の予防に関する課題を見つけ，よ
りよい解決に向けて考える活動を通し
て，病気の予防には，病原体が体に入
るのを防ぐこと，病原体に対する体の
抵抗力を高めること，および望ましい
生活習慣を身につけることが必要であ
ること，また，喫煙，飲酒，薬物乱用な
どの行為は健康を損なう原因となるこ
と，更に，地域において保健に関わる
さまざまな活動が行われていることな
どを理解できるようにする。

病気の予防について理解してい
る。
・病気は，病原体，体の抵抗
力，生活行動，環境が関わり
合って起こることを理解してい
る。
・病原体が主な要因となって起
こる病気の予防には，病原体が
体に入るのを防ぐことや病原体
に対する体の抵抗力を高めるこ
とが必要であることを理解して
いる。
・生活習慣病など生活行動が主
な要因となって起こる病気の予
防には，適切な運動，栄養の偏
りのない食事をとること，口腔の
衛生を保つことなど，望ましい
生活習慣を身につける必要が
あることを理解している。
・喫煙，飲酒，薬物乱用などの
行為は，健康を損なう原因とな
ることを理解している。
・地域では，保健に関わるさま
ざまな活動が行われていること
を理解している。


